
市民市民との対話対話を積み重ね、�
「地方分権時代地方分権時代」を担うに�
ふさわしい自立都市立都市を目指します�

　
平
成
18
年
度
の
当
初
予
算
が
、定
例
市
議
会（
３
月
）

で
審
議
さ
れ
、可
決
さ
れ
ま
し
た
。�

　
厳
し
い
財
政
事
情
の
な
か
、
合
併
協
議
で
の
合
意
事

項
を
尊
重
し
、そ
の
効
果
を
生
か
し
な
が
ら
事
業
の
見

直
し
を
図
り
ま
し
た
。産
業
基
盤
の
強
化
や
少
子
化
対

策
な
ど
、「
元
気
な
産
業
づ
く
り
」、「
元
気
な
人
づ
く
り
」、

「
快
適
で
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
」
、「
安
全
で
安
心
な
ま

ち
づ
く
り
」
、「
市
民
が
主
役
の
ま
ち
づ
く
り
」の
５
本
の

柱
で
構
成
し
た
自
立
す
る
都
市
の
実
現
に
向
け
た
予
算

編
成
を
行
い
ま
し
た
。�

　
ま
た
、
行
財
政
構
造
改
革
を
進
め
る
一
環
と
し
て
、

市
債
の
発
行
額
、基
金
か
ら
の
繰
入
金
を
極
力
抑
え
る

な
ど
、財
政
健
全
化
に
努
め
ま
し
た
。�

　
市
が
進
め
る
お
も
な
事
業
を
中
心
に
、
予
算
の
概
要

を
紹
介
し
ま
す
。�

　
な
お
、表
示
単
位
未
満
は
調
整
し
ま
し
た
。�

■
合
併
効
果
を
生
か
し
な
が
ら
の
予
算
編
成�

予算総額予算総額549549億89618961万円�
（前年度比前年度比11.11.4％減）�
予算総額549億8961万円�
（前年度比11.4％減）�

一般会計�

273億9,800万円（前年度比13.3％減）�

特別会計�

247億6,131万円（前年度比10.0％減）�

企業会計�

28億3,030万円（前年度比  3.7％減）�

市民との対話を積み重ね、�
「地方分権時代」を担うに�
ふさわしい自立都市を目指します�

平成18年度平成18年度
市の予算が市の予算が
決まりました決まりました
市の予算が市の予算が
決まりました決まりました

歳 入 �

自�依�
存� 主�

財�財�

源�源�
51.6%48.4%

市税�
118億6,108万円�

 43.3%

諸収入�
６億2,851万円�
2.3%

分担金・負担金�
７億2,451万円�
2.6%

その他�
９億5,070万円�
3.4%

地方交付税�
46億3,300万円�
16.9%

市債�
29億520万円�
10.6%

国庫支出金�
15億8,636万円�
5.8%

県支出金�
14億9,162万円�
5.4%

その他�
26億1,700万円�

9.7%

歳 出 �

自主財源・・・市が自主的に収入する財源�
依存財源・・・国・県などから交付される財源�

その他�
12億4,490万円�
4.4%

民生費�
71億7,193万円�
26.2%�
�

総務費�
40億5,006万円�
14.8%公債費�

37億9,951万円�
13.9%

教育費�
36億5,798万円�
13.4%

土木費�
27億5,837万円�
10.1%

衛生費�
24億1,763万円�

8.8%

農林水産業費�
８億6,858万円�
 3.2%

消防費�
14億2,904万円�
 5.2%

借り入れの返済金�

※昨年度当初予算額�

平成17年９月末旧武生市、旧今立町決算額と平成

17年度越前市当初予算額を加えた額�

（予算総額６２０億６,４１５万円）�

　
国
の
三
位
一
体
改
革
の
推

進
に
よ
り
、
地
方
交
付
税
が
平

成
17
年
度
の
決
算
額
（
旧
市

町
の
合
算
）よ
り
約
１
割
の
減

額（
試
算
）と
な
っ
て
い
ま
す
。�

　
厳
し
い
財
政
状
況
と
な
っ
て

い
ま
す
が
、限
ら
れ
た
財
源
の
中
、

よ
り
計
画
的
、効
率
的
な
運
用

に
努
め
ま
す
。�

越前市広報４月15日号 ②�



元
気
な
産
業
づ
く
り�

●
越
前
発
新
事
業
チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援
事
業�

　（
予
算
額
　
５
２
５
万
円
）�

　
中
小
企
業
な
ど
の
新
製
品
・
新
技
術

の
企
画
研
究
開
発
な
ど
、
新
事
業
の
創

出
を
目
指
し
て
行
う
活
動
の
支
援
を
強

化
し
ま
す
。ま
た
、
大
学
な
ど
の
技
術
・

研
究
成
果
の
情
報
を
必
要
と
す
る
企

業
に
提
供
す
る
な
ど
、
産
学
官
連
携
に

よ
る
産
業
支
援
を
行
い
ま
す
。�

●
産
業
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
　�

（
予
算
58
万
円
）�

　
産
業
基
盤
の
強
化
の
た
め
、１
月
に

産
業
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク(

Ｅ
Ｎ
Ｉ
Ｓ)

を

設
立
し
ま
し
た
。
(財)
ふ
く
い
産
業
支
援

セ
ン
タ
ー
な
ど
産
学

官
の
連
携
で
、
産
業

施
策
情
報
の
共
有

や
施
策
の
調
整
を

図
り
、
効
率
的
な
産

業
支
援
策
を
研
究

し
ま
す
。�

産業支援ネットワーク設立会議�

●
水
田
農
業
構
造
改
革
推
進
事
業

　
　
　（
予
算
額
　
５
１
８
２
万
円
）�

　
19
年
度
か
ら
導
入
さ
れ
る
国
の「
経

営
所
得
安
定
対
策
等
大
綱
」に
対
応

す
る
た
め
、売
れ
る
米
づ
く
り
と
麦
の
本

作
化
を
柱
に
し
た
集
落
型
経
営
体
な

ど
の
担
い
手
の
育
成
・

確
保
を
図
り
ま
す
。�

元
気
な
人
づ
く
り�

快
適
で
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り�

●
食
育
推
進
事
業
　
　
　
　
　
　�

　（
予
算
額
　
１
６
０
万
円
）�

　
食
育
推
進
計
画
に
基
づ
き
、
親
子

伝
承
料
理
体
験
フ
ェ
ア
や
食
育
活
動

の
実
践
な
ど
を
通
し
て
、
各
種
団
体
、

生
産
者
、
消
費
者
の
連
携
を
深
め
、

地
産
地
消
の
市
民
へ
の
啓
蒙
や
学
校

給
食
で
の
推
進
を
図
り
ま
す
。�

●
乳
幼
児
医
療
助
成
事
業
　
　�

　（
予
算
額
　
１
億
４
９
５
７
万
円
）�

　
乳
幼
児
を
養
育
す
る
家
庭
の
経
済

的
な
支
援
対
策
と
し
て
、こ
れ
ま
で
の
助

成
対
象
を
拡
大
し
、
就
学
前
ま
で
の
全

乳
幼
児
を
対
象
と
し
た
医
療
費
の
助

成
を
行
い
ま
す
。�

●
母
子
健
康
診
査
事
業(

不
妊
治
療
費
助
成
金)�

（
予
算
額
　
40
万
円
）�

　
体
外
受
精
や
顕
微
受
精
な
ど
の
特

定
不
妊
治
療
を
受
け
た
夫
婦
に
対
し
、

経
済
的
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
治
療

費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。�

●
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
等
策
定
事
業�

（
予
算
額
　
７
８
０
万
円
）�

　
都
市
計
画
法
に
基
づ
い
て
都
市
計

画
の
基
本
的
な
方
針
を
定
め
る
も
の
で

す
。
創
意
工
夫
の
も
と
住
民
の
意
見
を

反
映
し
、ま
ち
づ
く
り
の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン

や
目
標
、
地
区
別
の
あ
る
べ
き
姿
を
示

し
ま
す
。
総
合
計
画
と
の
整
合
性
を
図

り
な
が
ら
、
同
時
期
で
の
策
定
を
目
指

し
ま
す
。�

Ｊ
Ｅ
Ｔ
プ
ロ
グ
ラ
ム
・・・
学
校
な
ど
で
語
学
指
導
な

ど
を
行
う
、青
年
外
国
人
を
迎
え
る
活
動�

●
地
域
ぐ
る
み
体
験
交
流
支
援
事
業�

（
予
算
額
　
２
８
５
万
円
）�

　
都
市
住
民
に
、
農
林
業
や
伝
統
産

業
の
体
験
、
農
家
で
の
宿
泊
な
ど
滞
在

型
の
体
験
を
提

供
し
、
農
山
村

の
活
性
化
・
定

住
化
の
促
進
を

図
り
ま
す
。�

農業を体験する人たち�

●
中
心
市
街
地
活
性
化
事
業�

　（
予
算
額
　
４
１
９
万
円
）�

　
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
、中
心

市
街
地
の
活
性
化
を
総
合
的
に
推
進

す
る
プ
ラ
ン
を
策
定
し
ま
す
。ま
た
、
空

き
店
舗
対
策
と
し
て
、
商
工
会
議
所
と

連
携
し
、
区
域
内
で
の
空
き
店
舗
を
利

用
し
た
開
業
を

支
援
し
ま
す
。�

市内の空き店舗�

●
児
童
手
当
支
給
事
業�

　（
予
算
額
　
５
億
８
１
８
０
万
円
）�

　
次
世
代
を
担
う
児
童
の
健
全
な
育

成
と
家
庭
で
の
生
活
の
安
定
を
図
る
た

め
、
児
童
手
当
の
支
給
対
象
を
小
学
６

年
生
ま
で
と
し
、
さ

ら
に
所
得
制
限
も

緩
和
し
ま
す
。�

●
英
語
活
動
事
業�

　（
予
算
額
　
６
４
５
万
円
）�

　
Ｊ
Ｅ
Ｔ
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
活
用
し
て
、９

月
か
ら
小
学
校
専
属
Ａ
Ｌ
Ｔ(

語
学
指

導
助
手)

を
市
で
雇
用
し
、教
員
と
の
連

携
に
よ
り
、
市
内
小
学
校
の
児
童
の
英

語
活
動
の
充
実
と
英
語
能
力
の
向
上

を
図
り
ま
す
。�

●
北
新
庄
小
学
校
校
舎
改
築
事
業
　

　﹇
18
・
19
年
度
継
続
事
業
﹈　�

　（
予
算
額
　
４
億
８
０
０
０
万
円
）�

�

●
南
中
山
小
学
校
校
舎
改
築
事
業
　

　﹇
19
・
20
年
度
継
続
事
業�

  

　
18
年
度
は
、基
本
設
計
な
ど
﹈�

　（
予
算
額
　
１
０
７
０
万
円
）�

　
両
小
学
校
と
も
昭
和
30
年
代
に
建

設
さ
れ
老
朽
化
が
著
し
い
た
め
、
校
舎

を
建
て
替
え
ま
す
。
耐
震
基
準
に
合
致

し
た
安
全
な
校

舎
を
建
設
し
ま

す
。�

北新庄小学校�

●
新
創
造
、チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
風
土
づ
く
り
事
業�

（
予
算
額
　
20
万
円
）�

　
福
井
工
業
高
等
専
門
学
校
と
市

内
各
中
学
校
が
連
携
し
、ロ
ボ
ッ
ト

作
り
な
ど
を
と
お
し
て
次
世
代
を
担

う
子
ど
も
た
ち
が「
モ
ノ
づ
く
り
」に
対

す
る
興
味
を
持
て
る
環
境
を
整
え
ま

す
。
創
造
意
欲
の
高
い
チ
ャ
レ
ン
ジ
精

神
お
う
盛
な
風
土
づ
く
り
を
推
進
し

ま
す
。�

●
障
害
区
分
認
定
審
査
会
事
業
特
別
会
計

　（
予
算
額
　
１
８
０
０
万
円
）�

　
４
月
に
施
行
さ
れ
た
障
害
者
自
立

支
援
法
に
基
づ
き
、
障
害
者
が
地
域
で

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
自
立
支
援
給

付(

介
護
・
訓
練
等
給
付
な
ど)

や
地
域

生
活
支
援(

円
滑
に
外
出
で
き
る
移
動

支
援
な
ど)

を
充
実
し
ま
す
。
自
立
支

援
給
付
は
、
障
害
区
分
認
定
審
査
会

に
よ
り
個
別
に
支
給
決
定
し
、
地
域
生

活
支
援
は
、利
用
者

の
状
況
に
応
じ
て
柔

軟
な
利
用
が
で
き
ま

す
。�

エ
ニ
ス�

③ 越前市広報４月15日号�



　　　会　計　名 

簡易水道事業 

土地区画整理事業 

下水道 

　（公共下水道勘定） 

　（特定環境保全勘定） 

　（戸別公共浄化槽勘定） 

国民健康保険 

　（事業勘定） 

　（診療所勘定） 

霊園事業 

老人保健 

駐車場 

農業集落排水事業 

林業集落排水事業 

介護保険 

　（事業勘定） 

　（審査会勘定） 

　（介護サービス事業勘定）

今立工業団地造成事業 

障害区分認定審査会事業 

　　　合　　計 

対前年度比(％) 

△66.2 

　△39.1 

　　　△ 8.6 

　　  (△11.9) 

59.4 

　　　(△  2.2) 

 △15.2 

　　  (△15.2) 

　　　(△ 9.4) 

△75.8 

　　　△  6.9 

△33.7 
　　　△  2.1 

1.6 
　　　△  5.4 

　　　(△  5.7) 
　　  (△23.2)

　　　  (皆増) 

△56.1 

皆増 

△10.0

当初予算額(万円) 

2,424 

 １億6,423 

50億5,604 

45億3,992 
３億6,852 

１億4,760 

　　  61億9,580 

61億2,500 

7,080 

673 

79億3,122 

2,400 

１億4,532 

342 

　　  51億  277 
　　  50億　360 

　　　　　6,440 

3,477 

8,954 

1,800 

247億6,131

ガス事業(供給戸数 一般ガス 6,100戸・簡易ガス 110戸) 

収益的支出　 3億1,538万円・資本的支出　  1億6,071万円 

おもな建設改良事業(土地購入費など)　　　　　 １億1,346万円 

企業債(借金)現在高(平成18年3月31日)　　　　23億1,518万円 

水道事業(給水戸数 29,603戸） 

収益的支出  12億3,076万円・資本的支出   10億2,456万円 

おもな建設改良事業(水道管の敷設替え工事など) ６億8,852万円 

企業債(借金)現在高(平成18年3月31日)　　　　  44億　456万円 

工業用水道事業(給水事業所数 10事業所） 

収益的支出　3,938万円・資本的支出　5,951万円 

おもな建設改良事業(浄水場の設備更新など) 　　　　 4,487万円 

企業債(借金)現在高(平成18年3月31日)　　　　　　 2,875万円 

企業会計　総額企業会計　総額 2828億3,0303,030万円万円 特別会計　総額特別会計　総額 247 247億6,1316,131万円万円 特別会計　総額 247億6,131万円 

　財務課　　 (２２)３２３４ 問合先 

企業会計　総額 28億3,030万円 

●
地
方
特
定
道
路
整
備
事
業 

　（
予
算
額
　
６
１
８
０
万
円
） 

　
市
を
東
西
に
横
断
す
る
都
市
計
画

道
路
戸
谷
片
屋
線
か
ら
家
久
北
府
線

へ
連
結
す
る
道
路(
家
久
１
号
線)

と
、河

濯
線
へ
つ
な
ぐ
北
府
２
号
線
を
整
備
し
、

交
通
ア
ク
セ
ス
の
利
便
性
を
高
め
ま
す
。 

●
瓜
生 

水
と
緑
公
園
整
備
事
業 

　
　（
予
算
額
　
３
０
０
０
万
円
） 

　
建
設
予
定
の
水
循
環
セ
ン
タ
ー(

瓜

生
町)

北
側
の
公
園
整
備
を
進
め
、
地

域
住
民
に
良
好
な
都
市
景
観
、
生
活

空
間
を
提
供
し
ま
す
。 

日
野
川 

家
久 

浄
化
セ
ン
タ
ー 

北
陸
本
線 

JR福
井
鉄
道

福
井
鉄
道 

福
井
鉄
道 

吉
野
瀬
川 

旧
国
道
８
号 

南
越 

清
掃
組
合 

家
久
保
育
園 

至
敦
賀 

北
府
四
丁
目 

芝
原 

 

一
丁
目 

芝
原
二
丁
目 

家
久
町 

桜
橋 

家
久
駅 

河
濯
川

河
濯
川 

河
濯
川 

整備済整備済 整備済 

家
久
１
号
線 

河
濯
線 

北
府
２
号
線 

北 

戸谷片屋線戸谷片屋線 戸谷片屋線 

家
久
北
府
線

家
久
北
府
線 

家
久
北
府
線 

●
防
犯
対
策
事
業(

女
性
防
犯
隊
員
制
服
購
入) 

（
予
算
額
１
１
０
万
円
） 

　
市
の
防
犯
対
策
の
一
翼
を
担
っ
て
い

る
市
防
犯
隊
に
女
性
支
隊
を
新
た
に

設
置
し
た
た
め
、
制
服
を
購
入
し
、
貸

与
し
ま
す
。 

●
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
作
成
委
託
料 

（
予
算
額
　
１
２
０
０
万
円
） 

　
大
雨
に
よ
る
、
河
川
の
氾
濫
な
ど
に

お
け
る
浸
水
範
囲
と
各
地
域
の
避
難

所
な
ど
を
示
し
た
地
図
を
作
成
し
、
緊

急
時
に
市
民
が
迅
速
な
対
応
を
と
れ
る

よ
う
防
災
対
策
を
図
り
ま
す
。 

安
全
で
安
心
な
ま
ち
づ
く
り 

市
民
が
主
役
の
ま
ち
づ
く
り 市防犯隊女性支隊辞令交付式 

●
総
合
計
画
推
進
事
業 

（
予
算
額
　
８
９
６
万
円
） 

　
市
民
と
の
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

を
実
現
す
る
に
は
、ま
ち
づ
く
り
の
方
向

性
を
示
す
総
合
計
画
の
策
定
が
重
要

で
す
。 

　
ま
ち
づ
く
り
講
演
会
や
市
内
17
地

区
で
の
地
域
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
、ま
た
ア
ン

ケ
ー
ト
を
実
施
す
る
な
か
で
、
広
く
市

民
の
意
見
を
聴
き
、

さ
ら
に
審
議
会
、
専

門
家
の
意
見
を
ふ
ま

え
、
現
況
分
析
、
計

画
策
定
を
行
い
ま
す
。 

●
市
民
憲
章
等
制
定
事
業 

（
予
算
額
　
１
２
４
万
円
） 

　
市
民
参
加
の
も
と
で
住
み
よ
い
ま
ち

づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、郷
土
愛
、市

民
道
徳
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
市
民
憲

章
を
制
定
し
ま
す
。ま
た
、
市
の
シ
ン
ボ

ル
と
な
る
花
・
木
を
あ
わ
せ
て
制
定
し
ま

す
。 

●
越
前
市
誕
生
一
周
年
記
念
事
業 

（
予
算
額
　
１
９
０
万
円
） 

　
合
併
一
周
年
を
記
念
し
、
10
月
１
日

に
、
記
念
事
業
を
行
い
ま
す
。
市
民
憲

章
と
市
の
花
・
木
の

発
表
、
基
調
講
演
、

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ

ョ
ン
な
ど
越
前
市
の

さ
ら
な
る
発
展
を
願

い
開
催
し
ま
す
。 
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